上海财经大学《综合日语Ⅲ》课程考试卷

姓名          学号          班级          

	题号
	一
	二
	三
	四
	五
	六
	总分

	得分
	
	
	
	
	
	
	


次の漢字の読み方を平仮名で書きなさい。　            （5点）

１　車座　（　　　　　）　　　　２　静寂　（　　　　　）

３　躊躇　（　　　　　）　　　　４　奇異　（　　　　　）
５　貪欲　（　　　　　）　　　　６　横溢　（　　　　　）

７　宴　　（　　　　　）　　　　８　時折　（　　　　　）

９　老舗　（　　　　　）　　　　10　老若男女（　　　　　　）
次の慣用句について最も適当なものをア～クから選び、それぞれの

（　　）の中に書き入れなさい。（一回使うこと）　　　　　（8点）　　                   
１　膝を進める　　　（　　　）　  ２　性根を据える　 （　　　）
３　眉に唾をつける　 （　　　）　   ４　ねんごろになる　 （　　　）

５　顔をしかめる　　（　　　）  　 ６  顔がゆがむ　　　（　　　）
７　タメを張る　　 　（　　　）　   ８　深みにはまる　　 （　　　）

ア、相手と同じ程度であることを示すために張り合うこと。
イ、度を越えて入り込むこと。

ウ、すわったまま、前ににじり出る。

エ、不機嫌や痛みのため顔のかわを縮めてしわを寄せる。
オ、男女がひそかに情を通じ合い、親しい間柄になる。
カ、いかなる困難にも耐え抜こうと覚悟を決めて仕事に打ち込む。

キ、体の具合が悪かったりするときに現れてくる苦しい表情である。 
ク、騙されないように十分に用心すること。
三、　次の（１）（２）の問題を読んで、それぞれの括弧に適当なものを書き入れなさい。      　　　　　　　　　　　　（５点）
（１）「城の崎にて」という小説の作者名を漢字で書きなさい。また、その作者の代表作を二つ書きなさい。　　　　　　　　　
　　　①　作者名（　　　　　　　）

　　　②　代表作（　　　　　　　）（　　　　　　　）

（２）白樺派の代表人物の名前を二つあげなさい。　　　

　　　　①（　　　　　　）　　　②（　　　　　　）
四、括弧の中の言葉を使って、次の中国語を日本語に訳しなさい。（８点）

 1  我怀着忐忑不安的心情观看他的演出，心想：该不会忘了台词吧。

（～はしまいか）
 2  以毫不松懈、脚踏实地的活动能力和忍耐力，充分发挥自己的作用。
（～ことなき）
 3  不论车身还是车窗，都涂上了色彩艳丽的油漆。
（～といわず、～といわず）
 4  这阵子由于经济不景气，无论走到哪里听到的尽是些让人沮丧的话。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（～ぱっとしない）
五、次の文を読んで後の問いに答えなさい。（54点）
（1）（10点）
麻生川が大きく湾曲する上には橋が架され、街道が通っている。橋の上に立って、自転車や空き缶が投げ込まれている川を見ていると、いら立ちやすく退廃した現代そのものが見えてくる。だが、振り返って、この橋の①上手を見ると、これはまた、思いがけず②ゴウカな並木なのだ。昔の人は、こうした③粋な方法で川土手を守ってきたのである。桜の季節になると、数日だけこの川の様相は一変する。朝桜の清婉、昼の爛漫、夜桜の

④ヨウエンを心ゆくまで楽しむことができる桜並木なのである。中でも夜桜のころは美しい。川の汚れも見えないし、花見の人が出ているわけでもなく、ただ桜だけがしいんと静まって、街道の排気ガスのかすかな臭気の中にさびしそうに微笑んでいる。川底に折れた翼を休めて横たわっている自転車と、無言の対話を交わしているかもしれない。世の中はもう、とても悪い状況になっているのだ。
この醜い、情けない、哀れな麻生川に、ある年、ふと鴨が2，3羽⑤ヒライした。初めは何かの間違いだろうと思った。鴨も毎日は来ない。ヘドロ状の滓の浮かぶ川の中州に上って、水を眺めているような時もあった。賢い鴨はどうも日を選んでやってくる。土曜‧日曜‧ 雨のあと、つまり、工業排水が少なく、水がきれいで、餌が少しでも多い日をねらったようにやってくる。そして、驚いたことに、ついにこの川でひなを育てだした。桜が咲いても帰らず、懸命にひなに餌のあるところを教えているようだ。けなげなかわいい鴨の子が、親を中心に逆立ちをしては川底の藻をあさり、中州や川べりに⑥憩う姿が見られるようになった。　　　　　　　　　　　　           　　　　　　　　　　　　　

（「二つの川のほとりで」より）

問１　①③⑥の漢字の読み方を平仮名で下の欄に書きなさい。（1.5点）
	①
	③


	⑥


問２　②④⑤のカタカナを漢字に直しなさい。　　　　　　（1.5点）
	②
	④


	⑤


問3　文中に「世の中はもう、とても悪い状況になっているのだ。」とあるが、文中における意味として最もふさわしいものを以下の選択肢より選びなさい。（2点）

花見客のマナーの悪さが日本人の精神性の低さを表すようになった。

バブル崩壊後の慢性化した不景気によって人々の心が荒れ果ててしまった。

桜並木の美しさとは対照的な退廃した世相が、川底に捨てられた物に投影されている。

排気ガスなどの大気汚染によって粋な川土手や美しい桜並木が破壊されつつある。

問4　文中の「賢い鴨」の様子として正しくないものを二つ、以下の選択肢より選びなさい。　　　　　　　　　　　　　　　　（2点）

ヘドロ状の滓の浮かぶ川の中州で水を眺めている。

休日や雨のあとになるとやってくる。

桜が咲いても帰らずに餌のありかを教える。

きれいな水質の湖を探してひなを育てる。

問5 「退廃した現代そのものが見えてくる」とあるが、ここの「退廃した現代」を表しているものには○を、表していないものには×をつけなさい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （3点）

（  　）自転車や空き缶が投げ込まれている川

（  　）粋な方法で守ってきた川土手

（ 　 ）桜の季節になると、数日だけ一変する川の様相

（  　）かすかに臭気をただよわせる街道の排気ガス

（  　）川底に横たわっている自転車

（  　）ヘドロ状の滓の浮かぶ川の中洲
（２）（10点）

僕はそれを聞くと、急いで振り返って、身体を乗り出すようにしながら、そちら側の山の端にその①辛夷の白い花らしいものを見つけようとした。今その夫婦たちの見た、それと同じものでなくとも、そこいらの山にはほかにも辛夷の花咲いた木が見られはすまいかと思ったのである。だが、それまで1人でぼんやりと自分の窓にもたれていた僕が急にそんなふうに

きょときょととそこいらを②ミマワしだしたので、隣の夫婦のほうでも何事かといったような顔つきで僕のほうを見始めた。僕はどうも照れくさくなって、それを③シオに、ちょうど僕とは筋向いになった座席で相変わらず熱心に本を読み続けている妻のほうへ立ってゆきながら、「せっかく旅に出てきたのに本ばかり読んでいるやつもないもんだ。たまには山の景色でも見ろよ。……」そう言いながら、向かい合いに腰掛けて、そちら側の窓の外へじっと目を注ぎだした。

「だって、わたしなぞは、旅先ででもなければ本もゆっくり読めないんですもの。」妻はいかにも不満そうな顔をして僕のほうを見た。

　「ふん、そうかな。」本当を言うと、僕はそんなことには何も④クジョウを言うつもりはなかった。ただほんのちょっとだけでもいい、そういう妻の注意を窓の外に向けさせて、自分といっしょになって、そこいらの山の⑤端に真っ白な花を⑥群がらせている辛夷の木を一、二本見つけて、旅のあわれを味わってみたかったのである。

　そこで、僕はそういう妻の返事にはいっこう取り合わずに、ただ、少し声を低くしていった。

　「向こうの山に辛夷の花が咲いているとさ。ちょっと見たいものだね。」

「あら、あれをごらんにならなかったの。」妻はいかにもうれしくってしようがないように僕の顔を見つめた。　　　　（「辛夷の花」より）

問1　　　　　を付けた漢字の読み方を平仮名で表記しなさい。（1.5点）

（　　　　　）⑤（　　　　　）⑥（　　　　　）

問2　　　　　をつけたカタカナに常用漢字をつけなさい。   （1.5点）

（　　　　　）③（　　　　　）④（　　　　　）

文中の「筋向いになった座席」という文を中国語に訳しなさい。

（2点）

　　　＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿。
文中に「取り合わずに」とあるが、ここの「取り合う」の用法とし　　　　

　　て明らかに誤っているものを下の選択肢より選びなさい。（2点）　　               
社長は我々の意見を取り合うことなく独断で新商品開発を進めた。

弱みを握られてしまうと、無理な意見までどうしても取り合いがちである。

田中さんは大学入試合格の通知を取り合おうにも、残念ながら朗報はやって来なかった。

信長は秀吉の提案を取り合えども、光秀のそれにはいっこうに注意しなかった。

問5　文中に「妻はいかにもうれしくってしようがないように僕の顔を見つめた。」とあるが、その理由として最も適切なものを以下の選択肢より選びなさい。　　　　　　　　　　　　　　　　　（2点）

風景を見ろという夫は辛夷の花を見つけられず、自分だけが見つけられたという得意な気持ちから。

妻に辛夷の花を見ることなく自分に関心を向け続けてくれた愛情から。

辛夷の花を見たいという気持ちを夫と共有したという満足感から。

汽車の窓の外に広がる季節にふさわしくない雪景色に、読書をしたい気持ちも忘れて見入ってしまった感動から。

問6　文中に「向こうの山に辛夷の花が咲いているとさ。」とあるが、以下の各選択肢中の下線部のうち、ここでの「とさ」とは異なる働きをしているものを選びなさい。　　　　　　　　　　　　　（1点）

天津から北京までの時間は30分だって。

北海道の冬は天津より寒いそうだ。

霧の原因は大気汚染にはないだろう。

川の氷は春節を過ぎると暖かくなるとのこと。

（３）（10点）

　「お父さんはまもなく隠居しますね。秀夫君に一目も二目もおいているもの。いまの会話を聞いていて、そう思いました。」と中村さんは言った。「だとしたら正ちゃんのおかげかな」秀夫くんは火鉢に手をかざした。右の指には針だこがいくつもできている。

　　「正ちゃんに85万円、騙し取られてからですよ、本気で仕事をするようになったのは。なんていうのかな、正ちゃんの作った穴を1日でも早く埋めなくてはと思い、それで、仕事に精を出すようになったというところかな。常雄にしても、正ちゃんを憎みながら、感謝しているところもあるだろうと思うんです。…」私は頷いた。

　　[「常雄の奥さんは家付き娘を鼻にかけた傲慢ちきな女だったんですよ。それが正ちゃんと問題を起こしてから別人のようになったんです。正ちゃんは一見悪のように見えるけど、やはり僕らのキャプテンなんですよ。結局は、僕らのためになることをして歩いているんだ。」]
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（「ナイン」より）

問１文中に「に一目も二目もおいている」とあるが、以下の選択肢の下線を引いた語のうち、この語の意味とは明らかに異なる意味として用いられている語を選びなさい。　　　　　　（２点）

最近は昔とは逆に夫が妻をたてる時代だ。

いつか部長が認めるような社員になりたい。

あの人は田中君のいうことを重く見ることが多い。

佐藤は鈴木の仕事を信用している。

問２文中に「僕らのためになる」とあるが、そう言っている理由を　　　説明したものとして最も適切なものを以下の選択肢より選びなさい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２点）

傲慢ちきな女を僕らのために非難してくれたから。

仕事に忙しくなったおかげで体が非常に強くなったから。

表面的な悪意とは裏腹に、結果としては常にいいことが起こるから。

人を騙すことが結果として商売の繁栄につながったから。

問３文中の［常雄の～るんだ。］の部分を中国語に訳しなさい。（6点）　　　　　　　　　　

　　　＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿。

（4）（８点）

  この絶望的状況にあって、誰一人苦情を言わなかった。あまりに負傷者たちのおとなしかったことが、あの人々への ①悼み を、限りなく深くした。まれに、「私の番はまだでしょうか」と、遠慮がちに聞く人があって、受付簿を②繰ってみれば、気の毒なことに、順番はまだ何十人も先なのだった。
　手術の現場は、一度ものぞんでいない。外科室のすりガラスの向こう側が、祖父と、看護婦さんたちの持ち場、こちら側が、大家族のうち、③乳飲み子を抱えていなかった女たちの④下働きの場だった。といっても、押しかける重傷者への対応だけで、きりきり舞いし、具体的には何をしていたか、はっきりと思い出せない。

（「私の夏―194５年‧広島」より）

問1 ①～④の漢字の読み方を平仮名で下の欄に書きなさい。　（2点）

　　
	　　　み
	
	
	


問2 文中の「なことに」の使い方として最も不適切なものを以下の選択肢より選びなさい。（3点）

　

残念なことに、私の計画は実現しなかった。

不思議なことに、今日が金曜日だと思っている人がいた。

滑稽なことに、私は彼女と彼女の妹とを見間違えてしまった。

堂々なことに、彼の入場は非常に立派であった。

問3 文中に「あまりに負傷者たちのおとなしかったことが、あの人々への悼みを、限りなく深くした。」とあるが、この理由について最も適切なものを以下の選択肢より選びなさい。　　　　　　（3点）

①　負傷の程度がひどく残酷で声も出せないほどの様子であったから。

②　スパイの存在を恐れた負傷者は声を出すことができなかったから。

③　絶望的な状況のために、負傷者は医師の治療を受ける気がしなかったから。

自分が医者の子として苦情を集めたのに、迷惑をかけたくない負傷者は遠慮して何も言わなかったから。

（5）（10点）

　もちろん、江戸時代からこの地は都市ではあったのでした。が、江戸には将軍はいたけれど、①帝はいなかった。体育会系の都市である江戸を、文化系都市である京の人達は「まぁねぇ、田舎にだってマチは必要でしょうねぇ」的な感じで見ていたのでしょう。
　東京の②雑食性の基礎は、この時期に③醸成されたものと思われます。江戸には各藩の武士達が常駐しなければならなかったわけで、日本全国から人が集まっていた。[京から見れば田舎である江戸に、日本全国の田舎から人が集結し、それぞれが「田舎者だと馬鹿にされてはならじ！」と頑張ることによって、江戸は発展したのでしょうし、「とはいえ、まぁ私達、所詮は田舎者なわけですしねぇ」と割り切ることによって、独特の寛容さ、といいうか鈍感さを④養うことになったのではないか。]　　　　　　　　　　　（「みやこ人と都会人」より）

　問1 ①～④の漢字の読み方を平仮名で下の欄に書きなさい。（2点）

　　
	
	
	
	


問2　文中の「体育会系の都市」と「文化系の都市」の文中における比喩的意味として最も適切なものを選びなさい。　　　（2点）

大学のサークルに運動系サークルが多い東京と文化系サークルが多い京都。

戦争中に空襲に遭った東京と空襲が無く自分の文化を保ち続けた京都。

オリンピックも開きスポーツが盛んな東京と、文化活動の盛んな京都。

武芸を知る武士がいた東京と、文化活動が仕事であった貴族がいた京都。

問3　文中の「馬鹿にされてはならじ！」の意味は次のどれか。正しいものに○をつけなさい。　　　　　　　　　　　　　（1点）
馬鹿にしてはいけない。

馬鹿にされてはなるまい。

馬鹿にされるのは不可能だ。

問4　文中の　[京から～ないか。]内の短文を中国語に訳しなさい。　　　　（5点）
　

（６）（6点）

　桜の花が咲くと私も花見に出かける。ソメイヨシノの華やかさに驚き、霞のように白く浮き上がるヤマザクラに足を止める。その桜の下で人々が花見の宴を盛り上げているのを見るのは楽しい。

この時ばかりは、まるで季節を克服しようとしてきた文明の歴史に抵抗するかのように、私たちは人間もまた季節とともに生きていることを実感する。そして、[ 昔の人々と同じように、生命がわきあがってくる春を楽しむ。自然と人間の関係をつなぐものの一つに四季という時間流れがあることを、そのとき私たちはあらためて再発見しているのである。] 　　　　　　　　　　　　　（「自然と人間」より）
問１文中の「～かのように」を使った短文として最も不適切なものを以下の選択肢より選びなさい。　　　　　　　　　　（2点）

彼は宝くじでも当たったかのように喜んだ。

蝉は最期のときを惜しむかのように鳴き続ける。

彼の目には彼女が飛んでいるかのように見えた。

④　今日は雨がふるかのようにくもっている。

問２ 文中に「実感する」とあるが、実感した内容として最も適切なものを以下の選択肢より選びなさい。　　　　　　　　　（1点）

文明の歴史に抵抗してきた自然の中にも美しさがあるということ。

自然の起伏を平坦にしてきた文明でも、桜という自然の美によって、そうした起伏に気づかざるをえないということ。

自然と人間のリズムを季節がつないでいるという単純な事実を初めて発見したということ。

ソメイヨシノとヤマザクラだけは桜の中でも特に美しい花であるということ。

問３ 文中の「その時」はどんなときですか。文脈における意味として最も適切なものを選びなさい。　　　　　　　　　（１点）
花見ができる季節になったとき

花見にでかけたとき

花見を盛り上げているとき

花見をしている様子を見ているとき

問４ 文中の［昔の人々～である。］の内容を中国語に訳しなさい。

（２点）

六、次の文を読んで後の問いに答えなさい。（20点）

都会なれのした言葉遣いが美しいのでもなければ、歯切れのよさが美しいのでもない。生まれつき声のよい人や言葉遣いのうまい人は得には違いないが、①それだけでは惜しい。（　㋐　）
私は東京で生まれ、東京で成人した。若い時にはそれを誇りにするくらいで、なにも気づかなかったが、このごろ同じ育ちの友人知人たちの話をわきで聞いていると、その言葉の荒っぽさに嫌悪を感じることがしばしばある。（　㋑　）また数年前、京都の町中の宿に泊まった時、夜ふけて帰って二階の室に入ると、中庭をへだてた辺りで、なにかⒶ　　　弁じて立てている男女の声が聞こえる。表通りに軒をつらねた商店の二階が、その辺りに当たることは昼間見ていたので、その中の一軒で、主人と女房がきょうの商売上のことで談じ合っているとはすぐⓐさっしはついたが、聞くとなく耳に入るその言葉の汚さに、私はいたたまれぬ思いをした。（　㋒　）京言葉と、京都に近い土地の言葉遣いの違いを、聞き分けられる私ではないが、ⓑ端々にはⓒたしかに京のなまりがあって、②京のなまりがあるからこそ、一層主人と女房の誰はばからねやりとりが、あらわで下品に伝わる。（　㋓　）③一日中やさしい京言葉で送り迎えを受けた身だけに、夜ふけて京都のⓓすがおをみせられたような、やりきれなさを感じた記憶が、いまだにⒷ　　　残っている。
歯切れがよいという東京言葉も、ものやわらかな京言葉も、それを遣う人の人柄ⓔしだいで、美しくも響くし、ⓕ醜く聞かれもする。
昔読んだある教えに、④人間の口から入るものは人間をきめない、

人間の口から出るものがその人間をきめる、というのがあった。
Ⓒ　　　、美衣美食も粗衣粗食も人格とはⓖかんけいなく、意見とか思想とか情操とかが人格をきめるという意味で、こういってしまっては⑤身のふたもないが、それを人間の口から入るものと、出るものという表現をした点に、面白さがあると思って覚えている。

問1　①それだけでは惜しいとあるが、「それ」以外に何が大切だといっているのか。本文中から漢字二字で抜き出しなさい。（１点）

　（　　　　　　　）

問2　　　　Ⓐ・Ⓑにあてはまる最も適当なことばを次の中から選んで、それぞれ記号で答えなさい。　　　　　　　　　　　　（２点）

　　Ⓐ　㋐おもむろに　㋑しきりに　㋒ひっそりと　㋓ほがらかに
Ⓑ　㋐まざまざと　㋑しみじみと㋒ひしひしと　㋓つくづくと
Ⓐ　（　　　　　　　）　　　　Ⓑ　（　　　　　　　）

問３ ②京のなまりがあるからこそには、どのような気持ちが含まれているか、次の中から選んで記号で答えなさい。　　　　（２点）

㋐京言葉の聞きづらいなまりが語尾に目立つので
㋑東京生まれの私には京言葉が異様に響くので
㋒京都生まれでない人の使う不自然な京言葉なので
㋓ことばの表面だけがやわらかな京言葉なので
　　　（　　　　　　　）　

問４ ③一日中はどのことばにかかっているか。一文節をぬきだして書きなさい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１点）

＿＿＿＿＿＿＿＿＿。

問5　④人間の口から……という表現の特色として、最も適当なものを選んで、記号で答えなさい。　　　　　　　　　　　　　（２点）

　㋐倒置法　　　㋑対句法　　　㋒反復法　　　㋓擬人法
　　　（　　　　　）

問6　　　　Ⓒにあてはまる最も適当なことばを次の中から選んで、

　　　記号で答えなさい。　　　　　　　　　　　　　　　　（１点）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

㋐それとも　　㋑ところで　　㋒そして　　　㋓つまり
　　　（　　　　　）

問7　⑤身のふたもないとはどんな意味か。最も適当なものを次の中から選んで、記号で答えなさい。　　　　　　　　　　　（１点）

　㋐意味がはっきりしない。　　
㋑内容もなく形式も整っていない。
㋒露骨すぎて味わいがない。
　㋓身分や地位とはかかわりがない。　（　　　　　）
問8　次の文を本文中に入れるとしたら、どこが適当か。（　）㋐～㋓の中から選んで、記号で答えなさい。　　　　　　　（１点）

　　  粗雑な言葉遣いが、そのまま耳にはね返ってくる思いがする

からである。　　　（　　　　　）

問9　筆者の考え方に合っていると思われるものを、次の中から二つ選 
     んで、記号で答えなさい。　　　　　　　　　　　　　（２点）

　㋐東京の人はやわらかな話し方を心がけるべきだ。
　㋑都会なれのした言葉遣いは美しくない
㋒やさしい気持ちで語られる京言葉は美しい
㋓鳥取弁で美しくひびくことがある
㋔声のよい人の話すことばはすべて感じがよい
　　（　　　　　）（　　　　　）

問10  本文中の　　線ⓑ・ⓕの読みを平仮名で書き、　　線ⓐ・ⓒ・ⓓ・ⓔ・ⓖのことばを漢字に直してきれいに書きなさい。

（７点）

　　ⓑ（　　　　）　　　　ⓕ（　　　　　）

ⓐ（　　　　）　　　　ⓒ（　　　　　）　　ⓓ（　　　　　）

ⓔ（　　　　）　　　　ⓖ（　　　　　）
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